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諺
　
雪
が
降
っ
て
も
困
ら
な
い
交

通
体
制
を
と
、
町
で
は
年
々
除

雪
機
械
の
導
入
や
、
運
転
手
の

増
強
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
と
し
は
更
に
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
一
台
、
雪
上
車
大
型
二

台
、
　
小
型
三
台
を
増
設
し
、

除
雪
セ
ン
タ
ー
を
松
之
山
・
浦

田
・
東
川
の
三
か
所
に
置
い
て

こ
こ
に
、
機
械
運
転
手
を
常
駐

さ
せ
、
冬
の
交
通
確
保
に
備
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
除
雪
、
圧
雪
計
画

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。一
、
除
雪
区
間

　
県
と
協
力
し
な
が
ら
松
之
山

　
ー
池
尻
、
松
之
山
ー
東
川
、

佐
4
字
第
所

題
賄
印
塊

ブ
ル
、
雪
上
車
を
増
強

各
地
区
に
除
雪
セ
ン
タ
ー
を

　松

之
山
－
湯
本
、
湯
本
－
松
一

　
里
農
協

松
之
山
－
浦
田
湯
之
島

一
一
、
圧
雪
区
間

東
川
ー
豊
原
峠
、
中
立
山
ー圧雪用小型雪上車

　
湯
之
島
、
藤
原
ー
福
島

こ
の
ほ
か
、
機
動
力
に
余
裕
が

あ
る
と
き
は
、
部
落
間
の
道
路

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
各
除
雪
セ
ン
タ
ー
の
機
動

力
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ル
三

台
、
グ
レ
ー
ダ
i
一
台
、
運
転

手
九
名
。
浦
田
セ
ン
タ
ー
、
ブ

ル
一
台
、
雪
上
車
一
台
、
運
転

手
三
名
。
東
川
セ
ン
タ
ー
、
雪

上
車
一
台
、
運
転
手
二
名
。

　
こ
の
ほ
か
小
型
雪
上
車
三
台

の
配
置
場
所
は
、
遠
隔
集
落
を

中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が

目
下
検
討
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
は

滋
．
駆
．
九
月
二
＋
八
晶
催

踊
型
れ
、
昭
和
四
＋
五

晒
　
　
　
年
度
一
般
会
計
、
国

獣
　
　
　
保
、
簡
水
決
算
（
別

　
　
’
騨
項
）
お
よ
び
昭
和
四

な
薩
　
濯
十
六
年
度
一
般
会
計

蔽
．
．
鯛
補
正
予
算
を
審
議
、

辮
鯨
糞
機
を

　
ま
た
別
項
の
請
願
二
件
を
採

択
、
土
木
委
員
会
に
附
託
し
ま

し
た
。

補
正
予
算

　
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計

予
算
の
補
正
総
額
は
二
千
八
百

五
十
万
円
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
才
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税

の
増
額
分
が
主
た
る
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
才
出
、
常
設
保
育
所
備
品
購

入
な
ど
九
十
万
円
、
下
池
天
水

越
協
業
桑
園
補
助
四
百
六
十
万

円
、
温
泉
掘
さ
く
五
百
万
円
、

冬
季
除
雪
関
係
費
四
百
六
十
四

万
円
、
雪
上
車
購
入
（
三
台
）

百
四
十
一
万
円
、
公
債
償
還
二

百
四
十
四
万
円
。

　
請
願
繭
一
件
採
択

、
北
浦
田
走
り
口
線
道
路
改

良
事
業
に
関
す
る
請
願

　
　
こ
の
請
願
は
北
浦
田
部
落

総
代
早
川
力
松
さ
ん
ほ
か
四

名
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で

　
田
辺
一
夫
議
員
が
要
旨
の
説

な
い
ま
し
た
。

二
、
赤
倉
・
東
山
線
改
良
工
事

促
進
に
関
す
る
請
願

　
　
こ
の
請
願
は
赤
倉
部
落
総

代
村
山
里
志
さ
ん
ほ
か
一
名

　
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
．

要
旨
説
明
な
し
。

靭
講
決
算
総
額
四
億
三
千
万
円

　
　
　
－
建
設
事
業
大
巾
に
の
び
る
ー

　
九
月
二
十
八
日
の
議
会
で
承

認
さ
れ
た
昭
和
四
十
五
年
度
一

般
会
計
決
算
の
内
容
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
別
掲
い
た
し
ま
し

た
が
、
決
算
額
の
規
模
で
は
前

年
に
比
べ
一
億
五
百
万
円
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
超
過
負
担
解

大
温
泉
郷
の
充
実
へ

　
上
越
新
幹
線
、
北
越
線
の
着

工
な
ど
七
十
年
代
は
陸
上
交
通

網
の
飛
躍
的
な
整
備
が
実
現
さ

れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
よ
う
な
新
し
い
条
件
は

．
松
之
山
に
対
す
る
観
光
需
要
の

夜
明
け
と
も
い
う
ぺ
き
画
期
的

な
時
代
を
迎
え
る
も
の
と
予
想

さ
れ
、
そ
の
中
心
と
な
る
大
温

泉
郷
の
充
実
は
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
九
月
二
十
八
日
の
議
会
で
泉

源
掘
削
の
追
加
予
算
（
別
項
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

掘
削
地
点
は
、
目
下
専
門
家
に

ょ
り
調
査
中
で
す
が
、
お
お
よ

そ
第
二
号
井
附
近
に
な
る
模
様
。

十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
県
の
温

泉
審
議
会
の
許
可
を
う
け
る
ぺ

く
、
手
続
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
浦
田
で
泉
脈

　
調
査
を
実
施

　
浦
田
地
域
に
温
泉
郷
を
つ
く

る
と
い
う
計
画
は
、
早
く
か
ら

地
域
住
民
の
要
望
で
も
あ
り
、

町
の
総
合
計
画
に
も
明
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
線
に
そ
っ
て

近
く
県
企
業
振
興
課
米
沢
技
師

ら
専
門
家
に
よ
る
実
地
調
査
が

消
の
第
一
年
度
と
し
て
、
町
民

税
の
引
き
さ
げ
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
ま
た
地
方
交
付
税
の
大
巾
な

伸
び
や
、
各
種
事
業
に
対
す
る

国
庫
負
担
の
増
額
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
が
、
な
お
町
債
四
千
七

百
万
円
を
充
当
す
る
な
ど
、
か

な
り
き
び
し
い
や
り
く
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
項
目
別
内
訳
は
別
掲

の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
性

質
別
に
前
年
と
比
べ
て
み
る
と

人
件
費
で
一
千
五
百
万
円
、
維

持
補
修
費
三
百
万
円
、
公
債
費

　秋風吹く大厳寺原にさようなら……10月8日大厳寺牧
場の閉牧式がおこなわれ128頭の牛が山をおりた。

四
百
万
円
が
増
加
し
た
ほ
か
は

ほ
ぽ
横
ば
い
で
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
で
は
、
中
学

校
統
合
校
舎
、
寄
宿
舎
の
建
設

を
は
じ
め
、
地
域
発
展
の
生
命

線
で
あ
る
、
町
道
の
改
良
、
広

大
な
山
林
を
再
開
発
す
る
林
道

整
備
、
観
光
開
発
な
ど
．
に
重
点

を
お
き
、
前
年
に
比
べ
九
千
八

百
万
円
と
大
巾
に
増
額
し
、
別

項
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
沢
山
の

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
浦
田
地
域
内
で
は
昭
和
二
十

七
年
十
月
に
帝
国
石
油
が
試
掘

を
お
こ
な
っ
た
際
、
熱
泉
が
出

た
と
い
う
話
も
あ
り
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
帝
石
頚
城
鉱
業
所

の
協
力
を
得
て
、
当
時
の
デ
ー

タ
ー
の
調
査
を
併
せ
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
度
中
に

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
た
主
な
事
業

　
　
　
一
、
土
木
事
業

偽

b
　
　
　
　
　
（
数
字
は
万
円
）

か
　
　
　
　
東
川
藤
倉
天
水
越
線

書
　
　
　
　
　
ニ
　
ニ
ニ
ャ
ナ
ロ
　

算
海
老
東
川
線
四
天
・

決　　
　
山
田
橋
三
八
八
、
三
桶

桶
七
五
五
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
一
台

六
〇
〇
、
グ
レ
ー
ダ
ー
四
一
〇

二
、
農
林
業

　
草
地
造
成
一
〇
七
、
坪
野
団

地
造
林
二
七
〇
、
林
道
上
蝦
池

，
線
一
六
〇
〇
、
天
水
越
線
一
三

〇
、
農
免
農
道
一
一
二
一
、
農

道
東
川
線
五
八
九
、
上
川
手
一

本
木
線
四
五
八
、
西
之
前
線
四

七
〇

三
、
観
光
事
業

　
駐
車
場
三
〇
〇
、
遊
歩
道
三

〇
、
ス
キ
ー
場
整
地
一
一
〇

四
、
消
防
事
業

　
水
槽
二
基
一
〇
七
、
ポ
ン
プ

舎
二
棟
一
五
〇
、
積
載
車
二
台

一
一
〇
七

五
、
教
育
事
業

　
松
之
山
中
統
合
校
舎
増
築
二

五
三
一
、
寄
宿
舎
四
七
七
〇
、

町
民
プ
ー
ル
一
二
七
一

。

畷
謂
桟
舅
多

　
昨
年
か
ら
県
立
上
越
職
業
訓

練
校
松
之
山
分
校
に
昇
格
し
、

大
規
模
な
近
代
化

　
　
　
　
　
　
養
蚕
に
と
り
く
む

　
人
規
模
な
近
代
化
養
．
蚕
を
め

ざ
し
て
十
月
一
日
か
ら
天
水
越

で
新
し
く
養
．
蚕
団
地
の
開
発
事

業
が
、
佐
藤
勇
（
48
）
さ
ん
ら
七

人
に
よ
っ
て
意
欲
的
に
と
り
く

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
新
潟
県
農
林
水
産
開

発
事
業
に
よ
る
助
成
（
県
補
助

四
十
％
、
町
補
助
十
％
、
融
資

補
助
残
の
八
十
％
）
を
う
け
て

単
年
度
に
事
業
を
実
施
す
る
も

の
で
、
総
事
業
費
七
百
三
十
一

万
円
、
。

　
こ
と
し
み
降
雪
ま
で
に
は
新

造
成
地
に
五
万
本
の
桑
苗
が
植

付
け
ら
れ
ま
す
。

　
早
け
れ
ば
来
年
の
晩
秋
蚕
か

ら
約
一
千
グ
ラ
ム
の
掃
立
て
が

可
能
で
、
い
ま
底
迷
を
つ
づ
け

て
い
る
町
の
養
蚕
業
に
、
新
し

い
　
　
づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
ロ

　
　
　
　
　
　
譜

訓
練
期
間
も
三
ヵ
月
か
ら
六
カ

月
に
変
わ
っ
た
同
校
は
、
機
械

設
備
、
宿
舎
も
完
備
さ
れ
、
十

月
十
五
日
、
生
徒
二
十
三
名
の

入
校
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
昨
年
ま
で
に
百
十

一
名
の
卒
業
生
を
送
り
、
こ
れ

ら
の
人
達
は
す
で
に
町
内
外
で

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
高
年
令
層
の
技
能
速
修
の

場
と
し
て
各
方
面
の
注
目
を
あ

つ
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
写
真
は
失
保
認
定
会
場
）

　
　
国
保
決
算

　
国
保
事
業
の
決
算
で
は
、
医

療
費
や
薬
価
の
持
続
的
値
上
り

な
ど
に
ょ
り
、
国
保
税
を
世
帯

当
り
、
前
年
に
比
べ
四
千
二
百

円
を
引
き
上
げ
　
、
直
診
勘
定

へ
繰
り
入
れ
な
ど
の
措
置
を
お

こ
な
っ
た
が
、
結
果
的
に
直
診

事
業
は
六
百
七
十
一
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
中
の
受
診
り

つ
は
三
二
八
で
前
年
に
比
べ
一

八
％
増
、
入
院
一
件
当
り
給
付

費
用
は
四
万
八
千
円
で
前
年
に

比
べ
約
一
万
円
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昭和45年度一般会計決算

　決算額　　　割　合
3，771万円　　8．7％

　481　　　　1．1
20，485　　　　　　　47。2

1，112　　　　　　　2．6

　678　　　　　1．6
9，455　　　　　　　2L8

4，720　　　　　　10。β

43．409　　　100

　
税
金
税
金
料
金
債

　
　
付

　
　
交
付
担
敬
出

　
　
税
　
負
手
支

　
　
得
交
　
　
　
　
　
の

　
　
取
　
．
．
県

　
　
車
方
担
用
・

　
　
動

　
　
町
自
地
分
使
国
町

　
　
1
2
3
4
5
6
7

　目

　
項

入歳

ク
　
　
　
　
ク
　
　
げ
　
　
　
ハ
　

L
R
乱
2
。
ふ
鳳
L
R
且
風
o
。
乱

　
　
譜
講
撰
韻
謂
螂
謝

　
　
　
5
1
1
1
6
　
5
1
4
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費

　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
旧

　
　
会
務
生
生
働
産
工
木
防
育
復
債

　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
　
　
害

　
　
な
ぬ
ほ
カ
　
タ
あ
　
お
み
　
　

出
L
象
ま
隻
象
皿
琶

　
歳

計ム
・

10042．408計ム
ロ

　　　町税のあらまし（45年度）

1．市町村民税　8，821千円世帯当り　4，924円
2．固定資産税　115，075　　〃　　8，428
3．軽自動車税　2，377　　　 〃　　 1，325
4。　たばこ消費税　　7，233　　　　　μ　　　4，049

5．電気ガス税　2，762
6．木材取引税　　281
7．入湯税1，159

県
政
懇
談
A
冨
に

　
邨
山
・
小
口
両
氏

　
十
一
月
二
日
、
上
越
市
で
亘

知
事
を
迎
え
て
開
か
れ
る
県
政

懇
談
会
に
松
之
山
町
か
ら
は
佐

藤
町
長
、
若
月
議
長
を
は
じ
め
、

町
民
代
表
と
し
て
松
之
山
小
口

桂
太
郎
さ
ん
、
浦
田
邨
山
虎
次

さ
ん
が
出
席
し
、
知
事
に
対
し

質
問
を
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。出

稼
す
る
前
に
必
ず
出
稼

労
働
者
手
帳
を
持
参
く
だ

さ
い
。

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク

　
　
　
出
稼
に
も

　
木
工
・
土
健
は
求
人
増

　
昭
和
四
十
年
代
に
な
っ
て
漸

く
安
定
し
た
か
に
み
え
た
出
稼

事
情
も
、
最
近
の
ド
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
大
き
な
影
響
を
う
け
て
い

る
よ
う
で
す
。

中
、
高
卒
の
求
人
取
消
し
が
大

量
に
出
て
い
る
ほ
か
、
出
稼
の

大
量
求
人
先
か
ら
も
か
な
り
の

取
消
し
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
鉄
工
関
係
で
日
本
特
殊

鋼
が
三
十
名
の
処
一
〇
名
以
下

に
へ
り
、
杉
山
チ
エ
ー
ン
ニ
十

名
の
処
一
名
だ
け
、
又
自
動
車

産
業
で
は
日
本
電
装
が
当
初
か

ら
安
塚
職
安
管
内
で
一
〇
〇
名

の
新
規
採
用
を
予
定
し
て
い
た

が
前
年
通
り
ト
ヨ
タ
関
係
は
全

部
取
消
し
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
木
工
関
係
で

ユ
ア
サ
貿
易
が
前
年
八
名
の
と

こ
ろ
今
年
は
五
〇
名
と
大
巾
に

増
え
た
ほ
か
土
木
関
係
も
求
人

増
の
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
事
情
か
ら
、
こ
と
し

の
出
稼
先
が
決
定
す
る
の
は
、

十
月
中
旬
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。

出
稼
収
入
と
失
業
保
険
を
プ
ラ

ス
す
る
と
政
府
売
り
米
代
を
上

廻
る
と
い
う
当
町
の
実
情
か
ら

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
影
響
さ
れ
ず

労
働
災
害
の
無
い
出
稼
を
ひ
た

す
ら
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
職
業
係
V

　
　
　
　
し

払狸

趣

錦
鯉
共
進
会

　
例
年
の
町
内
錦
鯉
共
進
会
が

十
月
二
十
八
日
松
之
山
小
学
校

プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
優
秀
品
に
賞
状
、
副
賞
が
授

与
さ
れ
る
ほ
か
、
参
加
賞
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
は
即
売
会
も
お
こ

な
う
予
定
。
で
す
。
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
主
催

は
松
之
山
町
、
町
内
農
協
、
後

援
松
之
山
町
観
光
協
会

山
取
り
鉢
植
え
お
よ
び
民
芸
品

展
秀
π
　
　
　
　
　
　
倉

　
　
十
月
三
十
一
日

　
　
松
之
山
公
会
堂
で
。

秘
境
に
ふ
さ
わ
し
い
山
の
観
光

特
産
物
に
と
、
今
春
か
ら
民
，
、
一

者
を
中
心
に
、
山
取
り
植
物
の

鉢
植
貞
を
奨
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
優
秀
品
を
展
示
す
る

も
の
で
す
。

　
民
芸
品
に
つ
い
て
は
、
生
活

の
合
理
化
と
と
も
に
す
た
れ
ゆ

く
、
わ
ら
細
工
な
ど
生
活
民
具

を
土
産
品
と
し
て
開
発
し
よ
う

と
い
う
も
の
。

　
両
者
と
も
に
賞
状
、
副
賞
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
主
催
は
松

之
山
町
、
同
観
光
筋
会
、
同
物

産
開
発
懇
談
会
、

東
頚
書
道
展

　
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、

か
く
れ
た
芸
術
家
諸
公
の
秀
作

を
一
堂
に
展
示
し
、
一
般
の
観

賞
に
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
十
月
三
十
一
日
、
松
之
卯
、

会
堂
で
。

　
作
品
は
、
本
山
白
峯
先
生
ら

一
流
の
方
々
に
よ
り
審
査
さ
れ

優
秀
作
品
に
は
賞
状
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　
主
催
、
東
頚
書
道
連
盟
、
後

援
松
之
山
公
民
館
、
新
潟
日
報

桐
を
野
ネ
ズ
ミ
か
ら

守
る
法

①
市
販
の
ク
レ
ゾ
ー
ル
液

を
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
塗
っ
て

根
本
に
巻
く
。

②
ク
ー
ル
フ
エ
ル
ト
（
建

築
材
料
）
を
根
本
に
巻
く

一107一
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林
道
測
量
お
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
厳
寺
～
野
々
海
線

　
大
厳
寺
か
ら
長
野
県
野
々
海

ま
で
延
長
約
七
千
米
の
林
道
開
』

拓
計
画
が
す
』
め
ら
れ
十
月
十

日
、
町
か
ら
依
託
を
受
け
た
長

岡
測
量
K
K
の
実
測
調
査
が
終

り
ま
し
た
。

　
天
水
山
か
ら
深
坂
峠
を
経
て

菱
ケ
岳
（
安
塚
町
）
に
至
る
山

系
を
関
田
山
脈
と
い
x
途
中
に

野
々
海
湖
や
水
ば
し
ょ
う
が
郡

生
ず
る
広
い
湿
原
地
帯
も
あ
り

自
然
美
に
富
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

全
域
ぶ
な
の
原
生
林
で
、
保
安

林
や
、
水
源
酒
養
林
な
ど
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
林
道
開
拓
の
自
的
は
、
こ
の

ブ
ナ
林
の
育
成
改
良
を
主
眼
と

し
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
国
の
補
助
（
七
・

十
％
）
を
う
け
昭
和
四
十
八
年

か
ら
五
力
年
の
継
続
事
業
と
し

総
工
費
一
億
五
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
大
厳
寺
原
～
野
々
海
間
の
林

道
が
完
成
す
れ
ば
、
．
単
に
山
林

の
再
開
発
と
い
う
こ
と
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
観
光
面
や
の
利
用

価
値
も
高
く
、
早
期
実
現
が
待

た
れ
て
い
ま
す
。

砂
防
指
定
地
、
地
す
べ
り
防
止
区
域
内
で
は

つ
ぎ
の
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
i
必
要
の
場
合
は
許
可
申
請
1

一
、
砂
防
指
定
内
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

ω
　
工
作
物
の
新
築
改
築
及

写
真
脱
明

　
　
　
嶺

　
松
之
山
撚
糸
工
場
　
滝
沢
和

平
社
長
（
四
四
）
の
斡
旋
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
十
日
町
織
物

び
除
却ω
開
墾

　
㈹
　
木
竹
の
皆
伐
、
間
伐
及

の
手
書
き
。
山
岸
政
栄
（
六
一
）

さ
ん
の
指
導
で
十
人
の
婦
人
が

働
い
て
い
る
。

　
き
れ
い
に
織
り
あ
げ
ら
れ
た

生
地
に
、
あ
ら
か
じ
め
形
ど
ら

れ
た
模
様
に
し
た
が
っ
て
丹
念

び
択
伐

　
㈲
土
石
、
鉱
物
並
び
に
株

根
、
切
芝
そ
の
他
採
収
及
び
投

棄　
傷
　
焚
火
、
火
入

　
俗
牛
馬
そ
の
他
畜
類
の
放

牧　
ω
　
土
石
木
竹
の
地
曳

友
び
流
送

　
㈲
　
そ
の
他
地
表
を
き
損
し

或
は
地
形
を
変
え
る
行
為

二
、
地
す
べ
り
防
止
区
域
内
で

　
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
に
　
地
下
水
の
汲
取
り
、
停

滞
、
増
加
お
よ
び
地
下
水
の
排

水
を
阻
害
す
る
行
為

　
⑫
　
地
表
水
を
放
流
、
又
は

停
滞
お
よ
び
地
表
水
の
し
ん
透

を
助
長
す
る
行
為

　
㈹
　
の
り
切
又
は
切
土
、
（
の

り
切
に
あ
っ
て
は
長
さ
三
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
、
切
土
に
あ

っ
て
は
直
高
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の
）

　
㈲
　
溜
池
用
排
水
路
で
地
す

べ
り
防
止
施
設
以
外
の
施
設
及

び
工
作
物
の
新
築
ま
た
は
改
良

容
量
が
六
㎡
以
上
の
溜
池
そ
の

他
貯
水
施
設
又
は
容
量
が
六
㎡

以
下
の
溜
池
そ
の
他
貯
水
施
設

で
地
割
そ
の
他
の
土
地
状
況
に

よ
り
地
表
水
の
し
ん
透
し
や
す

い
も
の
　
載
荷
量
が
一
㎡
十
万

以
上
の
施
設
又
は
工
作
物
、
地

表
か
ら
深
さ
二
m
以
上
の
掘
さ

く　
㈲
　
そ
の
他
地
す
ぺ
り
防
止

を
阻
害
し
た
り
地
す
ぺ
り
を
助

長
し
若
し
く
は
誘
発
す
る
行
為

以
上
の
よ
う
な
制
限
行
為
の
う

ち
で
も
許
可
申
請
に
よ
り
出
来

る
行
為
も
あ
り
ま
す
か
ら
町
役

場
土
木
課
へ
照
会
し
て
下
さ
い
。

　
1
0
月
の

危
険
物
収
集
日

ゆ
燃
え
な
い
物
に
限
る

　
十
月
八
日
松
里
地
区

〇
十
日
十
五
日
松
之
山
、
三
省

　
川
手
地
区

〇
十
月
二
十
二
日
浦
田
地
区
全

　
域
〇
十
月
二
十
九
日
上
、
下
布
川

　
地
区

O
個
人
で
大
量
の
投
棄
物
が

　
松
之
山
町
の
婦
人
の
貧
血
は

相
当
高
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

献
血
の
際
低
比
重
で
不
適
格
に

な
る
婦
人
が
30
～
ω
％
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
献
血
を
受
け
た

い
希
望
の
人
は
、
あ
る
程
度
自

分
の
健
康
に
自
信
を
持
っ
て
い

る
人
達
な
の
で
す
。

　
妊
婦
さ
ん
の
貧
血
は
、
お
腹

の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
や
お
産
の

の
時
の
異
常
を
起
し
た
り
、
非

常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
．

す
。
女
性
は
本
来
貧
血
に
な
り

あ
る
場
合
は
、
勝
手
に
捨
て

て
く
る
こ
と
は
し
な
い
で
、

や
す
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
、

妊
娠
、
分
娩
後
に
も
っ
と
も
悪

化
し
ま
す
。
自
分
自
身
で
身
体

の
だ
る
さ
、
疲
れ
や
す
さ
、
め

畿．
露

ま
い
、

　
妊
娠
中
は
、
お
母
さ
ん
の
栄

養
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
、
又
お

産
の
た
め
の
体
力
を
つ
け
る
栄

養
等
、
普
通
の
人
よ
り
多
く
必

妊
婦
さ
ん
の
栄
養

　
　
　
等
の
自
覚
の
あ
る
こ
と

は
少
な
い
も
の
で
す
。

“
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
は
健
康
な

　
母
親
か
ら
”

保
健
婦
小
川
正
　
子

．
要
と
し
ま
す
。
特
に
貧
血
に
な

　
っ
て
い
る
人
は
鉄
分
と
蛋
白
質

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
鉄

必
ず
役
場
に
連
絡
し
て
そ
の

指
示
を
受
け
て
下
さ
い
。

水
稲
の
農
業

　
　
　
　
所
得
水
準

　
水
稲
の
農
業
所
得
標
準
に
つ

い
て
は
昨
年
分
か
ら
単
当
方
式

と
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
昨
年

は
事
務
的
な
面
も
あ
り
暫
定
的

に
、
編
級
区
分
は
部
落
段
階
と

し
て
居
り
ま
し
た
。
本
年
分
か

ら
は
各
小
字
ご
と
の
八
段
階
に

に
彩
色
を
し
て
ゆ
く
。
色
を
散

ら
さ
な
い
で
ム
ラ
な
く
塗
っ
て

ゆ
く
の
が
コ
ツ
。
反
六
百
円
か

ら
千
円
位
の
工
賃
だ
が
、
模
様

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
う
で
次

第
で
進
級
で
き
る
。
初
心
者
で

一
日
一
反
、
半
年
位
で
熟
練
工
．
百
三
十
米
。
受
益
面
積
水
田

と
な
れ
る
。
（
上
か
ら
一
番
目
）
　
六
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
山
林
面

　
　
　
婚
　
　
　
　
　
　
　
　
積
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
今
後
山
林

　
八
月
二
十
一
日
完
成
し
た
五
　
の
再
開
発
に
か
け
る
期
待
も
大

十
子
平
の
深
山
線
、
永
久
橋
一
　
き
い
。

本
（
十
九
米
）
を
含
め
全
長
三
　
　
総
工
費
六
百
二
十
四
万
円
、

よ
る
編
級
区
分
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
算
定
す
る
に
当

っ
て
は
　
水
稲
共
済
の
基
準
収

量
等
を
資
料
と
し
、
又
、
部
落

の
有
識
者
か
ら
も
ご
検
討
を
頂

き
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
農
業
所
得
標
準
は
す
べ
て
中

庸
（
平
均
値
）
を
取
っ
て
居
り

ま
す
が
、
小
字
の
級
値
も
そ
の

小
字
の
平
均
収
量
で
定
め
て
有

る
の
で
そ
の
点
ご
了
解
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
若
干
の
修
正
は
必

要
と
思
い
ま
す
が
通
常
の
場
合

今
回
定
め
た
小
字
の
級
値
で
行

く
事
と
な
り
ま
す
。

　
尚
、
級
値
ご
と
の
収
量
に
つ

い
て
は
年
々
の
作
況
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。
　
紙
面
の
都
合
で

全
町
分
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
小
字
の

こ
の
う
ち
県
町
補
助
金
五
十
％

低
利
融
資
四
十
％
（
十
五
年
償

還
）
地
元
直
接
負
担
十
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
（
上
か
ら
二
番
目
7

　
　
　
毒

　
天
水
越
日
向
平
（
ひ
な
た
だ

い
ら
）
で
着
手
さ
れ
て
い
る
里

山
再
開
発
事
業
。
三
力
年
計
画

で
ボ
イ
山
三
十
ヘ
ク
タ
：
ル
に

杉
が
植
え
ら
れ
る
。
（
上
か
ら
三

分
を
多
く
含
む
緑
の
こ
い
野
菜

や
レ
パ
ー
等
を
食
べ
、
又
鉄
分

め
吸
収
を
助
け
る
蛋
白
質
を
多

く
食
ぺ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

蛋
白
質
の
多
い
食
物
と
し
て
、

肉
、
魚
、
豆
腐
、
豆
製
品
、
牛

乳
、
卵
等
が
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
、
出
生
数
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
一
人
一
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
丈

夫
に
、
健
康
な
子
と
な
る
た
め

に
も
周
囲
の
皆
さ
ん
も
妊
婦
さ

ん
に
協
力
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

編
級
簿
は
部
落
総
代
さ
ん
に
お

届
け
し
て
有
り
ま
す
。

　
納
税
者
の

　
　
　
　
　
　
　
声
を

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
十
一
月

一
日
か
ら
十
日
ま
で
を
「
納
税

者
の
声
を
聞
く
旬
間
」
と
し
て

こ
の
期
間
中
、
国
税
庁
、
国
税

局
、
税
務
署
で
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
旬
間
は
、
税
金
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
、
税
務
職
員

番
目
）

　
　
　
嶺

　
十
月
二
日
竣
工
し
た
西
之
前

橋
。
橋
長
二
十
二
米
、
取
付
道

路
百
五
十
五
米
、
総
工
費
千
二

十
六
万
円
。
（
上
か
ら
四
番
目
）

、
の
応
接
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
広
く
納
税
者
の
方
々
か
ら

お
聞
き
し
て
、
税
制
や
税
務
行

政
の
運
営
面
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
税
務
署
の
仕
事
の
内

容
を
一
般
の
方
か
ら
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
高
田
税
務
署
で
は

一
、
納
税
者
座
談
会

二
、
納
税
者
表
彰

三
、
署
長
の
納
税
者
宅
訪
問

四
、
納
税
教
室
の
開
設
を
お
こ

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

隔
　
　
　
　
　
岬

㎜
ネ
タ
キ
リ
老
咽

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

酬
人
の
医
療
費
㎜

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

紬
負
担
　
　
陣

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
老
人
医
療
費
公
費
負
担
の
サ

キ
ブ
レ
と
も
言
う
べ
き
こ
の
制

度
が
発
足
し
て
か
ら
半
年
、
松

之
山
で
こ
の
恩
恵
を
受
け
る
人

二
十
六
名
が
新
し
い
福
祉
制
度

に
感
謝
し
な
が
ら
治
療
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
制
度
の
恩
典

を
う
け
ら
れ
る
人
は
、
用
便
が

人
の
世
話
に
な
ら
な
け
れ
ば
ヒ

ト
リ
で
は
で
き
な
い
と
言
う
状

態
に
な
っ
て
か
ら
三
ヵ
月
以
上

経
過
し
た
人
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
仕
事
の
で
き
な
い
老
人
全

員
と
い
う
わ
け
に
ゆ
か
な
い
の

が
残
念
で
す
。
目
下
国
を
は
じ

め
関
係
機
関
で
こ
の
恩
典
を
広

げ
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
ま
す

の
で
、
老
人
医
療
費
公
費
負
担

も
そ
う
遠
い
夢
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
．

行
政
相
談

　
行
政
相
談
週
間
　
十
月
十
日

か
ら
十
六
日
ま
で

　
行
政
相
談
制
度
は
行
政
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
苦
情
に
つ
い
て

住
民
か
ら
受
け
た
相
談
を
早
期

に
解
決
す
る
た
め
に
町
に
行
政

相
談
委
員
が
国
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
行
政
相
談
委
員

は
、
浦
田
西
の
前
の
南
雲
藤
九

郎
さ
ん
で
す
。

　
お
役
所
の
仕
事
で

○
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。

O
不
親
切
な
め
に
あ
っ
た
。

○
納
得
で
ぎ
な
い
。

○
ど
う
に
か
し
て
も
ら
い
た
い

○
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
。
O
こ
う
す
れ
ば
よ
い
等

　
お
困
り
の
方
は
、
行
政
相
談

委
員
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

相
談
事
項
は
総
て
秘
密
に
い
た

し
ま
す
。

　
こ
と
し
の
相
談
日
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
記

。
　
十
月
十
二
日
午
後
一
時
か

　
ら
四
時
ま
で

松
里
農
協

・
　
十
月
十
三
日
午
後
一
時
か

　
ら
四
時
ま
で

坪
野
小
学
校

　
な
お
十
月
十
八
日
午
後
二
時

か
ら
四
時
ま
で
行
政
座
談
会
を

浦
田
支
所
で
開
き
ま
す
。

麹
灘
・

　
受
話
器
が
は
ず
れ
て
い
ま
す

と
そ
の
回
線
は
故
障
の
状
態
に

な
り
ま
す
。

　
特
に
地
域
集
団
電
話
（
農
集

電
話
）
や
共
同
電
話
の
場
合
そ

の
回
線
は
全
部
つ
な
が
ら
な
く

な
．
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
受
話
器

は
ず
れ
は
故
障
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
置
く

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
集
団
電
話
の
緊
飢
・

通
報
用
ボ
タ
ン
は
非
常
の
際
例

え
ば
、
火
災
、
交
通
事
故
、
急

病
、
強
盗
な
ど
の
通
報
の
た
め

の
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
以
外

に
は
使
用
し
な
い
よ
う
ご
注
意

願
い
ま
す
。

　
　
次
の
時
間
、
電
話
は

　
　
非
常
に
こ
み
あ
っ
て

　
　
い
ま
す

一
、
朝
の
午
前
六
時
か
ら
七
時

　
半
ま
で

二
、
午
後
の
八
時
三
十
分
か
ら

　
九
時
三
十
分
ま
で

こ
の
よ
う
に
、
一
日
の
う
ち
で

最
も
こ
み
合
う
の
は
、
午
前
と

午
後
に
各
一
時
間
で
す
。

　
こ
の
時
間
を
さ
け
て
い
た
だ

く
と
早
く
用
が
足
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
（
松
之
山
郵
便
局
、
安
塚
電
報

　
　
　
　
　
　
電
話
局
よ
り
）
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